
 
 
 

 財団法人ヤマハ発動機スポーツ振興財団（Yamaha Motor Foundation for Sports：以下 YMFS）は、

スポーツを通して自己の夢の実現に向けてチャレンジする個人・団体を応援する助成金交付制度

「YMFS スポーツチャレンジ体験助成」「YMFS スポーツチャレンジ研究助成」と、スポーツの普及・振興

にかかわる学問・研究に取り組む国内外の留学生を対象とした「YMFS 国際スポーツ奨学金」を実施し

ていますが、このたび平成 20 年度（第 2 期生）の助成対象者および奨学生を決定し、2008 年 3 月 27

日、東京都千代田区の丸の内 MY PLAZA にて贈呈式を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 贈呈式は、平成 20 年度「YMFS スポーツチャレンジ体験助成」の助成対象者 13 名、「YMFS スポーツチャレ

ンジ研究助成」の助成対象者 12 名、「YMFS 国際スポーツ奨学金」の奨学生 6 名に対して行われ、ヤマハ発

動機スポーツ振興財団の長谷川至理事長から贈呈書を受け取りました。  

第 2 期生を代表して挨拶に立った原田窓香さん（リュージュ選手）は、「私たちは夢に向かって走る人の中から

選ばれた者として責任と自覚を持ち、今回助成していただけることに感謝し、この機会を最良のものにするため

に精一杯の努力をすることを誓います」と決意を表明し、一年間にわたるチャレンジの健闘を誓い合いました。 

なお平成20 年度（第 2期生）の助成実績は、「YMFS スポーツチャレンジ体験助成」が 13件・合計1,014万円、

「YMFSスポーツチャレンジ研究助成」が12件1,692万円、「YMFS国際スポーツ奨学金」が6名・合計720万円（1

年分）でした。 

■ この件に関するお問い合わせは、下記までご連絡ください ■ 

（財）ヤマハ発動機スポーツ振興財団（YMFS） 事務局： 担当･河邊 〒438-8501 静岡県磐田市新貝 2500 番地 Tel. 

0538-32-9827 Fax.0538-32-1112  http://www.ymfs.jp 

「YMFS スポーツチャレンジ助成・国際スポーツ奨学金」 

平成 20 年度（第 2 期生）贈呈式を開催 



【 列席者のコメント 】 

 

ヤマハ発動機スポーツ振興財団 理事長 長谷川 至 

平成20年度「YMFSスポーツチャレンジ助成」および「国際スポーツ奨学金」の第2期生

の皆さん、本日はおめでとうございます。 

ヤマハ発動機スポーツ振興財団の志は、「チャレンジする精神が共感・賞賛される社会

づくり」、そして「社会にとって有用な人材の育成」にあります。今回の募集においては大変

たくさんの応募をいただきましたが、その中から選ばれた皆さんは、それぞれの目標に向

けて自身と誇りを持って果敢にチャレンジしてください。 

人間は、チャレンジする気持ちがあるかどうかで実力の何倍もの力を発揮することがありますし、またその反対の場合

もあるものです。気持ちを持続するのは非常に難しいことですが、私たちもタイミングを見計らいながら激励をさせていた

だきますので、ぜひ本日の決意を持続させてチャレンジに取り組んでいただければと思います。 

チャレンジは単なる冒険ではありません。周到な準備と計画、そしてやり遂げるための強い気持ちが必要となります。そ

うしたことを踏まえながら、今日からスタートの 1 年間を思い切ってやっていただくことが、皆さんの将来にとりましても必ず

プラスになることでしょう。ぜひ頑張ってください。応援をしております。 

 

平成 20 年度 YMFS スポーツチャレンジ助成 審査委員長 浅見俊雄 

今回は、応募総数 117 通と多くのチャレンジャーから申請をいただきました。審査の印

象としては論文、面接においてもレベルが高く、目標やハードルが明確で何より申請者の

すべてが「自分の目標にかける思いやチャレンジスピリット」を一生懸命に伝えようとする

熱意に溢れており、審査の過程では大変苦労しました。 

そうした中で、皆さんがなぜ選出されたのかを、自分自身でもう一度考えていただけれ

ばと思います。チャレンジは目標を掲げて夢を見ればできるものではありません。しっかり

と計画を組み、努力を繰り返し、一つひとつ困難を克服していく強い気持ちが大切になります。このように口で言うのは簡

単なのですが、実際に行うことは非常に難しいものです。ともに頑張ってまいりましょう。 

 

平成 20 年度 YMFS スポーツチャレンジ助成 第 2 期生代表 原田窓香 

 私には夢があります。バンクーバーオリンピックで入賞し、リュージュ競技が日本で広く

知られるということです。以前の私は勝利に対する執念がありませんでした。しかしトリノオ

リンピックに出場することで私の意識は大きく変わりました。「勝ちたい、この舞台で輝きた

い」、そう強く思ったのです。そうなるには残念ながら今の私には足りないものがたくさんあ

ります。この穴をいかに埋めていくかが私の課題です。 

 私たちは、全国のスポーツを愛し、夢に向かって走る人の中から選ばれた者として、責

任と自覚を持ち、今回の助成していただけることに感謝し、この機会を最良のものにする

べく精一杯の努力することを誓います。そして 1 年後、またこの場に集まった時によい報告ができるよう頑張ります。 



【 贈呈式の様子 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「YMFS スポーツチャレンジ体験・研究助成」「YMFS 国際スポーツ奨学金」の概要 

 

 「YMFSスポーツチャレンジ助成」は、①世界に翔くたくましい人材の育成 ②国民のチャレンジスピリットの

喚起 ③各種スポーツの普及・振興 を目的とする当財団の助成金交付制度です。本制度には、自己のキャリ

アアップやスキルアップを目的とした各種体験活動に対して助成金を交付する「YMFS スポーツチャレンジ体

験助成」と、スポーツにかかわる学問／研究活動に対して助成金を交付する「YMFS スポーツチャレンジ研究

助成」の 2 部門があり、1 件あたりの助成金は個人 100 万円、グループ・団体 200 万円を上限として、交付期

間は 1 年間です。 

 一方、「YMFS 国際スポーツ奨学金」は、スポーツの普及・振興にかかわる学問・研究に取り組む国内外の

留学生を対象とした奨学金制度で、奨学金は大学生、大学院生ともに10万円（月額）とし、給与期間は1年間

または 2年間です。 


